
すべての教職員に

その道の第一線で活躍中の方々から

悩みや困難を乗り越えて
勇気を貰えるお話が満載！
さあ，地頭力(jiatamaryoku)を鍛えよう

明日からの授業に
きっと役に立つ！
うまくいったこともそうでないことも

子どもに寄り添う実践なら

先輩の知恵と技に

学びましょう！
子どもの立場に立って

実際にやってみる

講演 関口 武 先生の紹介

1月22日(土)の日程

参加費など

ごあいさつ

山形県民教連 冬の学習会2022へ

分科会&実践講座

講演 民教連の学習会はいわゆる「手弁当」でつくる自主・民主・公開の研修会です。運営
は参加費と県内各教育研究サークル団体や共催する県教組山形地区支部教育文化部の分
担金でまかなっています。教職員や幼保職員はもとより、教育に関心を寄せてくださる
みなさんどなたでも参加できる唯一の集会です。

今回の会場は山形市の国際交流プラザ「山形ビッグウィング」です。宿泊交流会はありません。
なお、例年冬の学習会開催日に実施してきた「民教連総会」は第69回東北民教研天童集会実行委
員会と兼ね、2022年2月中下旬に開催する予定です。

参加費(学生は半額) ¥1000

民教連会費(個人）年3回通信をお届けします ¥1000

民教連会費(団体) ¥3000

1957年、群馬県に生まれる。法政大学法学部卒業。埼
玉県立教員養成所卒業後、埼玉県の公立小学校に勤務。全
国生活指導研究協議会常任委員。踊りと劇の実践で『セッ
キーせんせい』と人気を博す。退職後は大学非常勤講師と
して活躍中。教員や保育士向けの講座を全国で講演。

【主な著書】
「教室の扉をひらく」（埼生研常任委員会編）
「子どもから企画・提案が生まれる学級」 （高文研）
「教師のしごと②生活指導と学級集団づくり小学校」

（共著・高文研）
「インクルーシブ授業で学級づくりという発想」

（共著・クリエイツかもがわ）
隔月刊雑誌「生活指導」（高文研）へ実践寄稿多数

全国生活指導研究協議会 全国常任委員

國學院大・和光大・多摩美大 教職課程非常勤講師

授業や学級づくりにもっと没頭でき，明日子どもたちと再会するのがわくわくするような仕事
がしたいですね。一緒に考え話し合ってみませんか。2年ぶりに対面での開催になります。あな
たの参加を心からお待ちしてます。

学び甲斐がもりだくさんです

ああ，そういうことか！

納得と満足のひとときを

一流の実践を身近に体験

子どもが安心でき、落ち着く授業・学級をつくろう

13:30 15:20 16:50 17:00

開会・記念講演
分科会
実践講座

閉会

13:10

受付

所属教組には
自主研修への補
助制度があります。
組合員の方は

領収書を所属教
組にお持ちくださ
い。参加費が補助
されます。

1月14日(金)まで
お申込み下さい



山形県民教連 冬の学習会2022

事務局 〒990-0044 山形市木の実町12-37
大手門パルズ（県教育会館）５階
山形県教組山形地区支部書記局内

TEL: (023)631-2112 FAX: (023)631-2126
Email:yamagata@yamagata-kenkyouso.gr.jp

または県民教連事務局長 東海林仁 (080-1837-8101)まで
Email:papas59.shoji94@gmail.com

民教連情報はWEBでもご覧いただけます！
http://www.asahi-net.or.jp/~gy6e-kjm/

主催 山形県民間教育研究団体連絡協議会

共催 山形県教職員組合山形地区支部教育文化部

会場 山形国際交流プラザ
山形ビッグウィング

山形市平久保100

TEL:023-635-3100

申込プログラム
FAX
023-631-2126

□分科会（ ） □講演会

学校/所属名
□教職員(現役・OB）

□学生 □父母一般

住所

携帯・電話/FAX

E-mail

参加者氏名

通信欄

新年度に向け自分自身をブラッシュアップ！
分科会・実践講座はこんな内容で…

メッセージ

1月22日の関口先生の講演を聞いて、自分の学級で何が

できそうか一緒に考えてみませんか？個別の指導計画の

見直しなども含め、みなさんでアイディアを出してみま

しょう。

講演を聴けなかった方も参加できますので、気軽にご

参加ください。。

交流会「インクルーシブな学級づくりについて」

On-lineでも参加できます

「困った子」と言われる子どもたちを

どうサポートしていくか考えましょう

ことば
作文

素晴らしい学級じまいをめざして

～学級づくりの悩みや質問に

セッキーがお答えします！～

メッセージ

先生たちは、楽しい学級、仲良し学級をめざして、毎日

がんばっています。それでも、思うようにいかなかったり、

どうしてこうなるのか困ったりしていることがありません

か。悩みを今後の学級づくりにどう生かしたらよいのか、

関口武先生（通称セッキー）や参加者の方々が話し合いの

中で具体的にアドバイスします。一緒に参加しませんか。

学級づくりのお悩み事相談会

講師

セッキーこと関口 武さん

社会
科学

算数
数学

メッセージ

ＩＣＴ活用も、タブレットも、ユニバーサルデザイン

もツールであり、形態です。教材と子どもから始まる授

業づくりが大事です。学校現場の悩みに直結するレポー

ト発表と話し合いをしていきます。

分科会担当

早坂久佳さん 山川貴子さん

生活
指導

今だからこそ取り組める社会科の
授業づくりを考えよう！

特別
支援

今こそ子どもたちに、自分をみつめ

る作文指導を！

メッセージ

対面や交流の難しいコロナ禍のいま、授業づくりに悩
む教師達の本音と悩みをし合い、平和教育のプランを軸
に交流しながら、来年8月の東北民教研をイメージでき
る分科会をめざします。

分科会担当
田口忠宣さん 稲垣聡一さん

メッセージ

共に学び、共に育つ教室をめざし、学校現場の悩みに応

える分科会をつくります。国語の授業で、学級づくりで、

何を、どう書かせると子どもが育っていくのか実践例をも

とに話し合いましょう。

分科会担当

近野享子さん 奥山睦子さん

参加予定のプログラムの□に✔を入れ，1月14日(金)まで必着にてファクスでお送りください。

メールで送っていただいてもけっこうです。FAX：023－631－2126
Email:yamagata@yamagata-kenkyouso.gr.jp

授業の工夫や学級づくりができなくなったと言われます。しかし、実践の幅は、ますます狭くなっている、
とは思いません。自己規制や同調圧力の中で狭くなっているように見えますが、「多様性を認める」をキー
ワードに、学校を子どもたちと一緒に、もっと楽しいところに変えていきましょう。学校にはまだまだ、た
くさんの可能性が広がっています。
授業や学級づくりの困難さは、子どもたちの生きづらさのサインです。授業でも、子どもたちの活動場面

を増やせば増やすほど、はじめはトラブルが増えるでしょう。ですが、トラブルが起きた時、「なぜ、そう
してしまったのか」背景を解き明かしていきます。それは、弱い立場の子を守るだけでなく、他者理解を育
てるインクルーシブの視点です。異質排除ではなく、異質共生をつくる視点です。

丹野清彦・関口 武 共著「インクルーシブ授業で学級づくりという発想」あとがきより

講演「インクルーシブ授業で学級づくりという発想」

-正解は一つ、そこに続く道も一つ ではありません！-

この分科会は

1月29日（土）10:00～11:30に
県教組山形地区支部書記局

で行います

ワクワクする授業で楽しくわかる

算数・数学を！

mailto:yamagata@yamagata-kenkyouso.gr.jp

